
vol.67　

群馬県

上野村

今
回
は
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
、
人

口
増
対
策
に
打
ち

込
む
多
野
郡
上
野

村
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

上
野
村
は
、
交
通
条
件
や

地
理
的
条
件
か
ら
、
企
業

誘
致
に
よ
る
雇
用
拡
大
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。
豊
か

な
自
然
が
守
ら
れ
て
い
る

反
面
、
過
疎
化
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

村
内
で
は
、
東
京

電
力
（
株
）
に
よ

る
神
流
川
発
電
所

が
稼
動
し
て
い
ま

す
。
週
に
３
回
見

学
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
て
お
り
、
地
下

５
０
０
メ
ー
ト
ル

に
広
が
る
世
界
最

大
級
の
揚
水
式
発

電
所
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

全
国
的
に
進
む
人
口
減

　

過
日
、
日
本
創
成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分

科
会
か
ら
、「
現
在
の
ペ
ー
ス
で
大
都
市
へ
の
人
口
流

出
が
続
け
ば
、
30
年
間
で
20
代
〜
30
代
の
女
性
が
半

分
以
下
に
減
る
自
治
体
は
全
国
で
８
９
６
市
町
村
、

群
馬
県
内
で
は
20
市
町
村
に
及
び
、
ま
た
県
内
11
町

村
が
１
万
人
未
満
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
自
治
体
運

営
が
難
し
く
な
り
、
消
滅
す
る
可
能
性
す
ら
あ
る
自

治
体
も
出
て
く
る
」
と
の
試
算
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
野
村
の
人
口
は
１
３
９
２
人
（
平
成
24
年
12
月

現
在
）。
群
馬
県
で
最
も
小
さ
い
自
治
体
で
す
が
、
若

い
世
代
を
対
象
に
し
た
定
住
政
策
に
よ
り
、
平
成
元

年
に
比
べ
、
２
３
２
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
は
人
口
流
入
が
続
く
大
都
市
も
、
決
し

て
安
泰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
創
成
会

議
の
指
摘
は
あ
く
ま
で
試
算
で
す
が
、
玉

村
町
も
現
状
の
ま
ま
で
は
い
か
な
い
と
い

う
共
通
認
識
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

　

玉
村
町
に
お
い
て
も
、
女
性
に
限
ら
ず
生
産
年
齢

層
が
仕
事
を
し
や
す
い
雇
用
環
境
、
子
ど
も
を
育
て

や
す
い
子
育
て
環
境
、
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
具
体
的
に
整
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

上
野
村
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
定
住
政
策
は
大

い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
上
野
村
の
危
機
意

識
に
学
び
、
一
層
積
極
的
・
挑
戦
的
に
定
住
人
口
増

対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

● 

上
野
村
の
主
な
重
点
施
策

　
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
林
業
や
き
の
こ
栽
培
な
ど
新
た

な
産
業
お
こ
し
と
連
動
さ
せ
た
各
種
施
設
の
整
備
に
よ
る

雇
用
の
場
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
限
界
集
落
化
の

解
消
に
つ
な
げ
る
た
め
、村
営
住
宅
を
分
散
し
て
配
置
し
、

１
１
３
世
帯
分
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
活
支
援
策
と
し
て
、「
生
活
補
給
金
の
支

給
」「
結
婚
祝
金
の
支
給
」「
住
宅
資
金
借
入
金
利
子
の
助

成
」「
住
宅
取
得
応
援
金
の
助
成
」「
奨
学
金
の
貸
与
」「
誕

生
祝
金
の
支
給
」「
養
育
手
当
の
支
給
」「
入
学
祝
金
の
支

給
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
低
額
な
保
育

料
、
学
校
給
食
費
の
免
除
、
学
童
保
育
所
の
開
設
、
18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

委　員　長　石川　眞男
副委員長　笠原　則孝
委　　員　斉藤　嘉和
　　　　　筑井あけみ
　　　　　島田　榮一

人口減少問題は自治体の共通課題

一層積極的な人口増対策を
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千代田町

今
回
は
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
、

邑
楽
郡
千
代
田
町

の
定
住
促
進
事
業

を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
タ

ウ
ン
ち
よ
だ
」

の
街
並
み
。
場

所
に
よ
っ
て

は
、
売
れ
残
っ

て
い
る
区
画
も

あ
り
ま
す
。

玉
村
町
は
70
坪

程
度
の
分
譲
を

予
定
し
て
い
ま

す
。
千
代
田
町

の
ほ
う
が
少
し

広
め
の
区
画
で

し
た
。

委　員　長　備前島久仁子
副委員長　町　田　宗　宏
委　　員　石　内　國　雄
委　　員　髙　橋　茂　樹
委　　員　川　端　宏　和

● 

千
代
田
町
の
定
住
促
進
事
業

　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
は
、
東
京

か
ら
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
、
Ｊ
Ｒ
熊

谷
駅
ま
で
車
で
20
分
の
位
置
に
あ
り
、

農
業
と
工
業
が
一
体
化
し
て
発
展
し
て

き
た
町
で
す
。
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
の
人
口
は
、
１
万
１
５
１
５
人
（
外

国
人
を
除
く
）
で
す
。

　

町
東
部
地
区
の
人
口
減
少
が
深
刻
化

し
て
き
た
た
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

住
宅
団
地
「
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち
よ
だ
」

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

玉
村
町
の
定
住
促
進
事
業
に
予
定
さ
れ
て
い
る
地

域
は
、
東
毛
広
域
幹
線
道
路
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、

中
央
小
学
校
に
隣
接
し
て
お
り
、
最
適
な
用
地
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
販
売
を
行
う
の
か
、
十

分
な
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ

う
な
住
宅
地
と
な
ら
な
い
よ
う
、
特
徴
を
打
ち
出
す
必
要

性
も
感
じ
ま
す
。
販
売
対
象
年
齢
層
の
把
握
や
価
格
設
定
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
と
の
交
渉
な
ど
も
し
っ
か
り
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
業
施
設
を
ど
う
誘
致
す
る
の
か
。
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
腕
を
発
揮
し
て
、
町
な
か
に
雇
用
と
活
気
を

生
み
出
す
よ
う
な
取
り
組
み
を
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 「
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち
よ
だ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

購
入
者
の
平
均
年
齢
は
35
歳
前
後
。
販
売
価
格
は
約

６
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
で
す
。
商
業
用
地
に
は
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
千
代
田
店
が
３
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
平
成
15
年
か
ら
販
売
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
も
１
５
３

区
画
が
売
れ
残
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
７
２
０
戸
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
状
況
の
悪
化
と
住
宅
需
要
の
低

迷
を
考
え
、
住
宅
用
地
を
半
分
に
減
ら
し
、
そ
れ
以
外
を

商
業
用
地
へ
転
換
し
ま
し
た
。
住
宅
用
地
は
、
区
画
ご
と

に
販
売
期
間
を
決
め
て
販
売
し
な
い
と
、
虫
食
い
状
態
に

土
地
が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

千代田町の定住促進事業を視察

定住促進にふさわしい住環境を整備し、人口増対策に


